
【
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
結
果
】

◇
男
子

優
勝
　
大
橋
秀
星
　
１
時

間
６
分
46
秒

準
優
勝
　
田
邊
秀
斗
　
１

時
間
９
分
31
秒

３
位
　
渡
部
亮
太
　
１
時

間
10
分
03
秒

◇
女
子

優
勝
　
遠
藤
知
佐
　
１
時

間
19
分
43
秒

準
優
勝
　
窪
田
怜
子
　
１

時
間
21
分
21
秒

３
位
　
林
　
み
づ
ほ
　
１

時
間
26
分
26
秒

エ
ン
ト
リ
ー
数
　
５
３
３

７
人
　
当
日
出
走
者
数
　
４

７
３
４
人
　
出
走
率
　
88
・

７
％【

マ
イ
ル
ラ
ン
結
果
】

エ
ン
ト
リ
ー
数
　
４
４
７

組
８
９
４
人
　
当
日
出
走
者

数
　
４
０
８
組
８
１
６
人

出
走
率
　
91
・
３
％
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練
馬
こ
ぶ
し
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

３
月
16
日
（
日
）
荒
川
河

川
敷
に
設
定
さ
れ
た
日
本
陸

連
公
認
・
世
界
陸
連
（
Ｗ
Ａ
）

認
証
コ
ー
ス
に
て
、
２
０
２

５
板
橋
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
マ
ラ
ソ
ン

が
開
催
さ
れ
た
。
今
大
会
か

ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
の
部
１

㎞
が
新
設
さ
れ
、
親
子
で
の

参
加
者
が
増
え
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
を
見
せ
た
。
あ
い

に
く
の
雨
と
な
っ
た
が
、
マ

ラ
ソ
ン
の
部
で
は
全
国
か
ら

約
７
０
０
０
人

の
ラ
ン
ナ
ー
が

健
脚
を
奮
い
、

そ
の
他
５
㎞
、

ジ
ュ
ニ
ア
３

㎞
、
車
い
す
１

㎞
の
３
部
門
も

開
催
さ
れ
、
１

万
１
０
０
０
人

以
上
が
大
会
を

楽
し
ん
だ
。

本
大
会
は
、

都
内
で
も
数
少

な
い
世
界
陸
連

公
認
（
Ｗ
Ａ
）

の
市
民
参
加
型

マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
、
制
限
時

間
が
７
時
間
と
長
く
設
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
全

国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

96
％
超
の
完
走
率
を
誇
り
、

幅
広
い
参
加
者
が
マ
ラ
ソ
ン

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
大

会
。
ま
た
、
前
回
大
会
よ
り

ワ
ー
ル
ド
コ
ン
ペ
デ
ィ
シ
ョ

ン
（
Ｗ
Ｒ
Ｋ
）
対
象
大
会
と

な
り
、
記
録
が
ワ
ー
ル
ド
ラ

ン
キ
ン
グ
や
国
際
大
会
（
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
世
界
選
手
権

な
ど
）
の
参
加
資
格
な
ど
Ｗ

Ａ
記
録
集
計
の
対
象
と
な
り
、

海
外
か
ら
の
ラ
ン
ナ
ー
も
参

加
し
大
会
の
価
値
を
高
め
た
。

【
マ
ラ
ソ
ン
の
部
記
録
】

◇
陸
連
登
録
の
部

男
子
　
竹
澤
想
太
（
千
葉

県
）
２
時
間
28
分
22
秒

女
子
　
高
橋
彩
文
（
宮
城

県
）
３
時
間
07
分
39
秒

◇
一
般
の
部

男
子
　
奥
津
大
志
（
東
京

都
）
２
時
間
31
分
28
秒

女
子
　
菊
池
春
恵
（
山
形

県
）
２
時
間
59
分
00
秒

【
サ
ブ
種
目
記
録
】

◇
５
㎞
の
部
一
般

男
子
　
落
合
倭
和
（
静
岡

県
）
16
分
17
秒

女
子
　
久
保
明
日
香
（
千

葉
県
）
20
分
08
秒

◇
同
高
校
生

男
子
　
植
原
裕
也
（
埼
玉

県
）
16
分31

秒

女
子
　
寺
崎
　
凛
（
東
京

都
）
23
分
18
秒

◇
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

男
子
　
柳
　
晴
也
（
千
葉

県
）
９
分
57
秒

女
子
　
水
野
伶
美
（
東
京

都
）
10
分
37
秒

２
０
２
５
板
橋
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
マ
ラ
ソ
ン
に
７
０
０
０
人
が

３
月
第
４
日
曜
日
の
23
日
、
８
時
。
前
川
燿
男
練
馬
区
長
の
号

砲
で
「
練
馬
こ
ぶ
し
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
５
」
を
開
催
し
た
。

日
本
全
国
か
ら
参
加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
総
勢
５
０
０
０
人
が
、
気
温

18
度
の
晴
天
の
下
、
２
万
９
７
５
㌔
㍍
を
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で

駆
け
抜
け
た
。

大
会
に
は
谷
川
真
理
氏
、
柏
原
竜
二
氏
、
吉
田
香
織
氏
と
東
京
デ

フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
を
目
指
す
中
野
洸
介
選
手
も
ゲ
ス
ト
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
出
場
。
ま
た
昨
年
に
引
き
続
き
順
天
堂
大
学
陸
上
競
技

部
も
オ
ー
プ
ン
参
加
で
出
場
、
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ス
ピ
ー
ド
に

コ
ー
ス
沿
道
の
来
場
者
か
ら
は
驚
き
の
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。



▽
退
去
時
に
は
精
算
内
容

を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
国

土
交
通
省
「
現
状
回
復
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
参
考
に
説
明
を
求

め
る
。

▽
入
居
時
に
敷
金
礼
金
の

か
か
ら
な
い
い
わ
ゆ
る
「
ゼ

ロ
ゼ
ロ
物
件
」
は
、
初
期
費

用
を
抑
え
ら
れ
る
反
面
、
退

去
時
に
は
ま
と
ま
っ
た
額
の

支
払
が
必
要
と
な
る
の
で
、

注
意
が
必
要
。

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

転
居
し
た
ば
か
り
の
賃
貸

マ
ン
シ
ョ
ン
に
「
電
気
の
こ

と
で
話
が
あ
る
」
と
事
業
者

が
訪
問
し
て
き
た
。「
確
認
事

項
が
あ
る
の
で
、
検
針
票
を

見
せ
て
く
だ
さ
い
」
言
わ
れ
、

管
理
会
社
か
ら
の
委
託
と
思

い
見
せ
た
と
こ
ろ
、
現
在
の

契
約
が
い
か
に
不
利
か
な
ど

と
し
つ
こ
く
説
明
さ
れ
た
。

不
振
に
思
っ
て
断
っ
た
が
、

検
針
票
を
見
せ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
勝
手
に
契
約
し
た
こ

と
に
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
不
安
だ
。

【
相
談
事
例
②
】

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

▽
引
越
し
直
後
は
新
生
活

に
不
馴
れ
な
時
期
で
冷
静
な

判
断
が
で
き
な
く
な
り
が
ち
、

突
然
の
訪
問
を
受
け
「
管
理

会
社
か
ら
紹
介
さ
れ
た
」「
ま

わ
り
は
み
ん
な
契
約
し
て
い

る
」
な
ど
と
勧
誘
さ
れ
て
も
、

そ
の
場
で
契
約
せ
ず
管
理
会

社
な
ど
に
確
認
す
る
。

▽
検
針
票
に
は
電
力
契
約

の
切
替
え
に
必
要
な
顧
客
番

号
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
情
報
が
分
か
れ
ば

電
力
契
約
の
手
続
き
が
で
き

て
し
ま
う
。「
検
針
票
を
見
せ

て
」
と
言
わ
れ
て
も
、
絶
対

に
見
せ
な
い
よ
う
に
。

顧
客
番
号
と
は
、
電
力
会

社
が
顧
客
に
付
し
て
い
る
番

号
の
こ
と
。

※
参
考
＝
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
報
道
発
表
資
料

緊
急
事
態
発
生
　
修
理
業
者
を

探
し
た
ら
想
定
外
の
高
額
請
求

春
　
引
越
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を

夜
中
に
帰
宅
し
た
際
、
鍵

を
紛
失
し
た
こ
と
に
気
が
付

き
、
慌
て
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
「
地
元
の
鍵
業
者
」
と

検
索
し
「
鍵
開
け
２
０
０
０

円
〜
」
と
記
載
の
あ
る
鍵
の

修
理
事
業
者
に
連
絡
し
て
、

【
相
談
事
例
①
】

鍵
開
け

入
居
時
に
敷
金
礼
金
が
か

か
ら
な
い
賃
貸
８
万
円
の
１

Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
賃
貸
ア
パ
ー
ト
に

２
年
間
居
住
し
、
先
月
退
去

し
た
。
き
れ
い
に
使
っ
て
い

た
の
に
管
理
会
社
か
ら
ハ
ウ

ス
ク
リ
ー
ニ
グ
代
や
ク
ロ
ス

修
理
代
な
ど
24
万
円
の
現
状

回
復
費
用
の
請
求
を
受
け
た
。

高
額
な
の
で
支
払
え
な
い
。

【
相
談
事
例
①
】

ド
ア
を
開
け
て
も
ら
っ
た
。

作
業
が
終
っ
た
と
こ
ろ
で
出

張
料
、
作
業
費
込
み
で
10
万

円
を
請
求
さ
れ
。
驚
い
た
。

手
持
ち
が
な
か
っ
た
の
で
払

え
な
い
と
言
っ
た
ら
、
あ
と

か
ら
振
込
用
紙
を
送
る
と
言

わ
れ
た
。
最
初
に
な
ん
飫
説

明
も
な
く
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

に
表
示
さ
れ
て
い
た
額
の
50

倍
も
の
金
額
を
請
求
さ
れ
、

不
満
で
あ
る
。

ト
イ
レ
が
詰
ま
っ
た
の
で
、

仕
方
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
て
「
基
本
料
金
５

５
０
円
〜
」
と
記
載
の
あ
る

業
者
に
連
絡
し
て
家
に
来
て

も
ら
っ
た
。
最
初
ポ
ン
プ
の

よ
う
な
も
の
で
作
業
し
た
が

改
善
せ
ず
、
ド
リ
ル
の
よ
う

な
物
で
詰
ま
っ
た
異
物
を
粉

砕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
通

常
50
万
円
だ
が
半
額
に
す

る
」
と
言
わ
れ
了
承
し
、
詰

ま
り
は
解
消
し
た
。
手
持
ち

の
現
金
が
な
く
翌
日
支
払
う

と
伝
え
た
が
ダ
メ
だ
と
言
わ

れ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
引
き
出
し
て

支
払
っ
た
。
気
に
な
っ
て
後

日
他
の
業
者
に
聞
い
た
ら
、

あ
り
え
な
い
ほ
ど
高
額
だ
と

言
わ
れ
た
。

【
相
談
事
例
②
】

ト
イ
レ
の
詰
ま
り

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

▽
広
告
に
表
示
さ
れ
た
料

金
で
作
業
で
き
る
と
は
限
ら

な
い
。
広
告
の
料
金
を
う
の

み
に
せ
ず
、
依
頼
す
る
際
は
、

そ
の
料
金
で
の
作
業
内
容
や

追
加
料
金
が
発
生
し
な
い
か

な
ど
を
確
認
す
る
。

▽
想
定
し
な
い
ほ
ど
高
額

な
料
金
の
作
業
を
提
案
さ
れ

た
場
合
は
、
作
業
を
断
る
よ

う
に
。
ま
た
、
請
求
額
や
作

業
内
容
に
納
得
で
き
な
い
と

き
は
、
後
日
納
得
し
た
金
額

で
支
払
う
意
志
が
あ
る
こ
と

を
示
し
つ
つ
、
そ
の
場
で
の

支
払
は
き
っ
ぱ
り
断
る
。

▽
い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て

な
い
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
信

用
で
き
る
業
者
を
調
べ
た
り
、

管
理
会
社
に
聞
い
て
お
く
こ

と
が
大
切
。

▽
広
告
表
示
額
と
請
求
額

が
大
き
く
異
な
る
場
合
な
ど
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る

場
合
が
あ
る
。

※
参
考
＝
見
守
り
新
鮮
情

報
第
４
４
８
号
、
東
京
都
消

費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
消
費

者
注
意
情
報
、
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
情
報
発
表
資
料

貴
金
属
の
買
い
取
り
が
目
的
！

強
引
な
訪
問
購
入
に
ご
注
意

購
入
業
者
が
自
宅
に
来
て

物
品
を
買
取
る
「
訪
問
購
入
」

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
訪
問
購

入
に
つ
い
て
は
、
特
定
商
取

引
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て

ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
る

が
、
相
談
の
内
容
を
見
る
と
、

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
購
入
業

者
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

て
い
る
。

年
配
の
女
性
か
ら
「
ど
ん

あ
も
の
で
も
買
い
取
り
ま
す
」

と
丁
寧
な
電
話
が
あ
り
、
衣

類
の
訪
問
買
い
取
り
を
了
承

し
た
。
し
か
し
、
訪
問
し
て

き
た
の
は
若
い
男
性
で
、
突

然
「
貴
金
属
は
な
い
か
」
と

強
く
言
わ
れ
、
用
意
し
て
い

ラ
衣
類
は
車
に
放
り
込
ま
れ

た
。
怖
く
な
っ
て
、
何
点
か

【
相
談
事
例
①
】

貴
金
属
を
探
し
て
渡
し
て
し

ま
っ
た
。
す
る
と
全
部
で
１

万
円
で
買
い
取
る
と
言
う
の

で
、
断
っ
た
が
、
長
時
間
居

座
ら
れ
、
強
引
に
契
約
書
に

記
入
さ
れ
、
買
い
取
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。

自
宅
に
一
人
で
い
る
と
き
、

突
然
購
入
業
者
か
ら
訪
問
を

受
け
た
。
集
め
て
い
た
切
手

帳
を
買
い
取
っ
て
も
ら
う
こ

と
な
り
、
代
金
約
３
万
円
を

受
け
取
っ
た
。
そ
の
後
、「
貴

金
属
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と

言
わ
れ
、
２
階
に
取
り
に
行

っ
て
戻
る
と
、
一
人
だ
っ
た

購
入
業
者
が
二
人
に
な
っ
て

い
た
。
大
事
に
し
て
い
た
ネ

ッ
ク
レ
ス
や
ダ
イ
ヤ
の
指
輪

と
イ
ヤ
リ
ン
グ
を
見
せ
て
い

た
が
、
ふ
と
目
を
離
し
た
隙

に
購
入
業
者
が
い
な
く
な
っ

て
お
り
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の

入
っ
た
箱
が
す
べ
て
空
に
な

っ
て
い
た
。
ど
う
や
ら
持
ち

去
ら
れ
た
よ
う
だ
。

【
相
談
事
例
②
】

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

▽
訪
問
購
入
を
し
よ
う
と

す
る
購
入
業
者
が
突
然
訪
問

し
て
勧
誘
を
す
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
禁
止
行
為
を
行
う
購
入

業
者
を
家
に
入
れ
な
い
よ
う

に
。▽

前
も
っ
て
電
話
等
で
訪

問
を
約
束
し
た
場
合
で
も
、

購
入
業
者
は
、
消
費
者
が
事

前
に
承
諾
し
て
い
な
い
物
品

の
売
却
を
求
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
売
る
つ
も
り
の
な

い
貴
金
属
な
ど
売
却
を
迫
ら

れ
て
も
む
や
み
に
見
せ
ず
、

き
っ
ぱ
り
断
る
。

▽
売
却
す
る
場
合
は
必
ず

契
約
書
を
受
け
取
り
、
す
ぐ

に
物
品
の
種
類
や
買
取
価
格
、

事
業
者
の
連
絡
先
な
ど
を
確

認
す
る
こ
と
が
大
切
。

▽
訪
問
購
入
は
、
条
件
を

満
た
せ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
期
間
中
は
引
渡
し
を
拒
む

こ
と
も
で
き
る
。

▽
希
望
し
な
い
物
品
の
売

却
を
強
引
に
迫
ら
れ
た
り
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
妨
害

さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
購
入

業
者
と
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
最
寄
の

消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
。

▽
家
に
勝
手
に
上
が
ら
れ

た
り
、
脅
さ
れ
る
よ
う
な
言

動
を
さ
れ
た
り
す
る
等
、
身

の
危
険
を
感
じ
た
場
合
は
直

ち
に
１
１
０
番
通
報
を
。

※
参
考
＝
見
守
り
新
鮮
情

報
第
４
６
６
号
、
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
報
道
発
表
資
料

そ
の
香
り
に

困
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、

柔
軟
仕
上
げ
剤
な
ど
の
香
り

で
頭
痛
や
吐
き
気
が
し
た
な

ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。合

成
洗
剤
や
柔
軟
剤
、
化

粧
品
類
な
ど
に
含
ま
れ
る
合

成
香
料
（
化
学
物
質
）
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
被
害

が
誘
発
さ
れ
る
こ
と
（
香
害
）

が
あ
り
、
近
年
で
は
、
こ
の

香
害
が
原
因
と
な
っ
て
、
化

学
物
質
過
敏
症
を
発
症
す
る

人
も
い
る
。

自
分
に
と
っ
て
快
適
な
香

り
で
も
、
他
人
は
不
快
に
感

じ
、
中
に
は
体
調
を
崩
し
て

困
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と

を
理
解
し
、
香
り
付
き
製
品

の
使
用
に
当
た
っ
て
は
、
周

囲
の
方
々
に
も
配
慮
す
る
。

東
京
都
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
条
例
が
施
行
さ
れ
る

東
京
都
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
が
令
和

７
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

条
例
で
は
、「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
は
、
顧
客

な
ど
か
ら
就
業
者
へ
の
「
著

し
い
迷
惑
行
為
」
で
あ
っ
て
、

「
就
業
環
境
を
害
す
る
も
の
」

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

▽
人
格
を
否
定
す
る
言
動

▽
長
時
間
の
居
座
り
、
つ

き
ま
と
い
行
為

▽
電
話
等
で
の
拘
束
、
わ

い
せ
つ
な
言
動

▽
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
顔
や
名
札

を
さ
ら
す
、
名
指
し
し
て
中

傷
　
な
ど

こ
う
し
た
行
為
は
、
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
該

当
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
働

く
人
へ
の
意
見
や
要
望
の
伝

え
方
を
工
夫
す
る
な
ど
、
積

極
的
に
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
防
止
に
努
め
た
い
。

 

 

 



【
光
丘
】

▽
河
野
眞
由
（
農
芸
）

▽
橋
爪
麻
美
（
板
橋
有
徳
）

▽
佐
々
木
理
絵
（
武
蔵
丘
）

▽
桑
原
浩
司
（
豊
島
）

【
田
柄
】

▽
掘
　
麻
里
子
（
晴
海
総

合
）▽

富
澤
麗
華
（
園
芸
）

▽
松
村
利
行
（
久
留
米
西
）

【
練
馬
】

▽
小
松
　
純
（
清
瀬
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
桜
町
　
深
水
真
由
美

（
田
柄
）

▽
井
草
　
天
野
　
潤
（
田

柄
）▽

中
野
工
科
　
小
島
直
子

（
練
馬
）

▽
農
芸
　
岡
本
謙
一
（
田

柄
）

▽
竹
早
　
桑
島
美
和
（
光

丘
）▽

豊
島
　
半
田
裕
也
（
田

柄
）▽

桐
ヶ
丘
　
鈴
木
明
子

（
光
丘
）

▽
板
橋
有
徳
　
村
上
　
猛

（
光
丘
）

▽
昭
和
　
橋
本
洋
一
郎

（
光
丘
）

▽
昭
和
　
五
十
嵐
裕
美

（
田
柄
）

【
光
が
丘
第
二
】

▽
諸
岡
良
美
（
松
江
第
六
）

【
光
が
丘
第
三
】

▽
清
水
亮
佑
（
中
央
）

【
田
柄
】

▽
佐
藤
ひ
ろ
み
（
練
馬
）

【
練
馬
】

▽
太
田
和
花
奈
（
桜
丘
）

【
豊
渓
】

▽
勝
田
光
希
（
南
中
野
）

▽
佐
脇
　
諭
（
道
上
小
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
開
進
第
三
　
熱
海
弥
恵

子
（
八
坂
）

▽
上
石
神
井
　
川
田
　
望

（
練
馬
東
）

▽
吾
嬬
第
二
　
友
部
勝
規

（
練
馬
）

▽
目
黒
・
第
一
　
野
田
由

果
里
（
八
坂
）

▽
大
宮
　
内
村
利
成
（
八

坂
）▽

西
巣
鴨
　
中
出
成
彦

（
練
馬
）

▽
高
島
第
一
　
古
平
直
樹

（
練
馬
）

▽
小
岩
第
二
　
佐
藤
美
沙

（
田
柄
）

▽
明
保
　
佐
藤
美
緒
（
練

馬
東
）

【
光
が
丘
四
季
の
香
】

▽
藤
代
千
哉
（
上
石
神
井

北
）▽

漆
谷
公
司
（
弥
生
）

▽
松
本
将
吾
（
小
金
井
第

一
）【

光
が
丘
春
の
風
】

▽
森
　
美
穂
菜
（
東
久
留

米
第
七
）

【
光
が
丘
夏
の
雲
】

▽
石
川
直
子
（
第
三
寺
島
）

▽
伊
藤
亜
希
子
（
豊
玉
）

【
光
が
丘
秋
の
陽
】

▽
酒
井
美
希
（
高
松
）

▽
加
藤
三
紀
枝
（
開
進
第

四
）▽

米
山
文
夏
（
練
馬
東
）

【
光
が
丘
第
八
】

▽
宮
山
あ
ず
さ
（
光
が
丘

春
の
風
）

▽
和
泉
清
人
（
上
石
神
井
）

【
赤
塚
新
町
】

▽
渡
部
真
吾
（
西
巣
鴨
）

▽
田
崎
亜
希
世
（
一
之
江

第
二
）

【
田
柄
】

▽
蓑
輪
田
智
子
（
明
化
）

▽
高
橋
由
紀
子
（
扇
）

▽
廣
田
寿
子
（
小
平
第
三
）

【
練
馬
】

▽
手
塚
和
重
（
向
山
）

【
高
松
】

▽
川
島
さ
ゆ
り
（
開
進
第

二
）▽

江
藤
幸
代
（
八
坂
）

【
北
原
】

▽
高
橋
真
弓
（
泉
新
）

【
豊
溪
】

▽
金
井
優
子
（
大
谷
口
）

▽
藤
田
康
弘
（
泉
新
）

【
旭
町
】

▽
藤
巻
佳
菜
（
南
六
郷
）

▽
新
根
裕
美
（
光
が
丘
秋

の
陽
）

▽
小
俣
美
智
子
（
清
瀬
中
）

【
成
増
】

▽
高
橋
め
ぐ
み
（
豊
洲
）

▽
石
田
弥
恵
（
下
赤
塚
）

▽
前
田
好
美
（
光
が
丘
第

八
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
谷
原
　
安
部
貴
知
子

（
光
が
丘
四
季
の
香
）

▽
上
石
神
井
　
山
室
か
お

り
（
田
柄
）

▽
大
泉
南
　
村
上
智
子

（
光
が
丘
春
の
風
）

▽
大
泉
学
園
桜
　
飯
島
有

香
莉
（
成
増
）

▽
春
日
　
田
中
優
貴
（
田

柄
）▽

数
矢
　
永
田
麻
記
子

（
光
が
丘
夏
の
雲
）

▽
四
宮
　
野
口
時
子
（
赤

塚
新
町
）

▽
西
浮
間
　
中
村
麻
紀
恵

（
旭
町
）

▽
第
二
日
暮
里
　
牛
山
暢

子
（
田
柄
）

▽
若
木
　
武
田
値
果
（
赤

塚
新
町
）

▽
白
鳥
　
齋
藤
智
佳
（
北

原
）▽

成
隣
　
石
田
明
広
（
豊

溪
）▽

保
谷
　
田
中
　
愛
（
成

増
）

▽
落
合
第
二
　
松
山
健
人

（
練
馬
）

▽
御
徒
町
台
東
　
矢
野
小

百
合
（
豊
渓
）

▽
天
沼
　
小
林
希
美
（
谷

原
）▽

西
新
井
　
村
林
実
紀

（
練
馬
東
）

▽
栗
島
　
仲
田
慎
之
介

（
光
が
丘
第
二
）

▽
東
村
山
第
三
　
大
西
亜

紀
（
練
馬
東
）

▽
保
谷
　
槇
原
拓
司
（
光

が
丘
第
三
）

▽
青
ヶ
島
　
武
藤
梓
穂

（
光
が
丘
第
一
）

▽
小
石
川
中
等
教
育
　
畔

柳
健
一
（
光
が
丘
第
三
）

【
光
が
丘
四
季
の
香
】

▽
浮
山
潮
美
（
矢
口
）

▽
鍵
山
泰
行
（
東
伏
見
）

【
光
が
丘
春
の
風
】

▽
川
上
真
季
（
中
川
東
）

▽
宮
下
智
帆
（
武
蔵
野
第

一
）▽

吉
崎
椋
平
（
東
久
留
米

第
二
）

【
光
が
丘
夏
の
雲
】

▽
齋
藤
　
哲
（
尾
久
第
六
）

▽
宮
野
　
杏
（
北
町
）

▽
弦
間
紫
乃
（
東
久
留
米

第
十
）

【
光
が
丘
秋
の
陽
】

▽
高
橋
耕
一
（
第
二
延
山
）

【
光
が
丘
第
八
】

▽
堀
口
み
さ
き
（
さ
く
ら
）

▽
平
林
美
苑
（
永
山
）

▽
高
橋
裕
太
（
石
神
井
特

別
支
援
）

【
赤
塚
新
町
】

▽
金
澤
文
雄
（
東
伏
見
）

【
田
柄
】

▽
長
倉
　
誠
（
第
五
峡
田
）

【
田
柄
第
二
】

▽
波
多
野
里
美
（
中
野
第

一
）▽

長
野
宏
美
（
千
早
）

【
高
松
】

▽
田
口
正
明
（
中
和
）

▽
酒
井
俊
彦
（
石
神
井
中
）

【
豊
溪
】

▽
磯
部
大
介
（
大
泉
学
園

緑
）▽

白
川
由
賀
（
高
松
）

▽
加
藤
大
貴
（
小
平
第
六
）

▽
宮
下
晴
年
（
清
瀬
第
八
）

【
成
増
】

▽
石
田
倫
也
（
柳
町
）

▽
須
藤
智
美
（
高
松
）

▽
名
取
進
吾
（
久
米
川
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
中
村
西
　
島
田
智
子

（
光
が
丘
夏
の
雲
）

▽
開
進
第
四
　
清
水
延
昭

（
練
馬
）

▽
大
泉
学
園
　
荒
巻
照
貴

（
田
柄
）

▽
林
町
　
青
木
志
麻
（
赤

塚
新
町
）

▽
林
町
　
田
中
真
生
（
北

原
）▽

湯
島
　
佐
伯
拓
己
（
光

が
丘
秋
の
陽
）

▽
豊
洲
西
　
伊
東
里
菜

（
旭
町
）

▽
京
陽
　
藤
原
里
恵
（
赤

塚
新
町
）

▽
多
聞
　
服
部
真
央
（
豊

溪
）▽

山
野
　
一
ノ
木
研
哉

（
光
が
丘
夏
の
雲
）

▽
上
原
　
秋
野
さ
や
か

（
練
馬
）

▽
駒
込
　
長
谷
川
泰
裕

（
光
が
丘
夏
の
雲
）

▽
千
早
　
小
此
木
　
香

（
光
が
丘
四
季
の
香
）

▽
豊
島
・
高
松
　
吉
住
香

南
（
光
が
丘
四
季
の
香
）

▽
第
二
峡
田
　
永
瀬
正
志

（
成
増
）

▽
大
谷
田
　
小
松
雅
尚

（
田
柄
）

▽
船
堀
　
佐
藤
彩
花
（
光

が
丘
第
八
）

▽
八
王
子
・
第
十
　
矢
部

里
美
（
光
が
丘
夏
の
雲
）

▽
小
金
井
第
一
　
長
尾

新
（
田
柄
第
二
）

▽
小
平
第
十
四
　
白
石
一

輝
（
豊
溪
）

▽
北
山
　
　
宮
崎
優
佳

（
高
松
）

▽
清
瀬
　
神
山
友
秀
（
光

が
丘
第
八
）

▽
清
瀬
第
十
　
松
岡
実
佑

（
北
原
）

▽
東
久
留
米
・
第
二
　
松

井
穂
佳
（
光
が
丘
秋
の
陽
）

▽
東
久
留
米
・
第
七
　
高

木
　
哲
（
高
松
）

▽
上
向
台
　
伊
森
祥
乃

（
光
が
丘
第
八
）

▽
碧
山
　
鈴
木
梨
花
（
光

が
丘
春
の
風
）

▽
碧
山
　
京
極
　
恵
（
光

が
丘
夏
の
雲
）

▽
西
東
京
・
東
　
石
黒
詩

織
（
高
松
）

▽
神
津
　
竹
村
早
矢
（
高

松
）

▽
光
丘
　
西
澤
博
光
（
小

平
西
）

▽
田
柄
　
沖
山
栄
一
（
世

田
谷
泉
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
小
松
川
　
山
崎
聡
子

（
田
柄
）

▽
井
草
　
瀧
本
秀
人
（
光

丘
）
中
学
校

▽
光
が
丘
第
三
　
榮
田
良

晃
（
明
豊
）

▽
練
馬
東
　
岩
本
眞
由
美

（
東
原
）＊　

　
＊
　
　
＊

▽
開
進
第
一
　
竹
内
勝
己

（
練
馬
東
）

▽
上
石
神
井
　
蓮
池
和
彦

（
光
が
丘
第
三
）

▽
光
が
丘
第
八
　
窪
田
尚

子
（
浮
間
）

▽
田
柄
　
小
松
田
早
苗

（
北
町
西
）

▽
北
原
　
宮
崎
晴
美
（
泉

新
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
八
坂
　
彌
永
英
俊
（
豊

溪
）▽

谷
原
　
伊
藤
雄
一
（
田

柄
）▽

石
神
井
西
　
高
野
博
文

（
北
原
）

▽
南
田
中
　
菅
野
　
僚

（
光
が
丘
第
八
）

前
光
が
丘
第
八
小
学
校

校
長
　
世
古

徳
浩

元
光
が
丘
第
三
中
学
校

副
校
長
　
小
林
勝
巳

▽
田
柄
　
三
上
宗
佑
（
青

島
特
別
支
援
）

▽
練
馬
　
金
子
智
宣
（
九

段
中
等
教
育
（
前
期
課
程
））

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
桐
ヶ
丘
　
堀
内
明
子

（
練
馬
）

▽
光
が
丘
第
二
　
関
野
純

一
（
東
原
）

▽
練
馬
　
相
川
直
綱
（
大

泉
）▽

豊
溪
　
大
原
　
渉
（
北

中
野
）＊

　
　
＊
　
　
＊

▽
石
神
井
西
　
大
沼
俊
太

郎
（
練
馬
）

▽
大
泉
　
本
田
敏
行
（
光

が
丘
第
二
）

▽
南
が
丘
　
眞
坂
明
子

（
豊
溪
）

▽
光
が
丘
第
八
　
菊
池
幸

子
（
有
明
西
学
園
）

▽
田
柄
第
二
　
田
中
満
理

子
（
鶴
巻
）

▽
豊
溪
　
清
水
綾
子
（
高

山
）▽

成
増
　
矢
島
　
洋
（
板

橋
第
二
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
光
和
　
新
保
有
希
子

（
田
柄
第
二
）

▽
松
丘
　
庄
司
和
明
（
光

が
丘
夏
の
雲
）

▽
板
橋
第
一
　
近
藤
史
郎

（
成
増
）

▽
光
丘
　
山
田
裕
史
（
飛

鳥
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
板
橋
　
加
藤
万
一
朗

（
光
丘
）

▽
光
が
丘
第
一
　
齋
藤
翔

太
（
三
原
台
）

▽
光
が
丘
第
三
　
小
池
恭

平
（
千
川
）

▽
練
馬
東
　
田
川
　
　
慎

（
石
神
井
南
）

▽
豊
渓
　
天
野
雄
太
（
大

泉
西
）

▽
八
坂
　
戸
倉
将
彦
（
桐

ヶ
丘
）

▽
八
坂
　
中
村
美
奈
子

（
田
柄
）＊　

　
＊
　
　
＊

▽
南
が
丘
　
増
田
博
文

（
練
馬
東
）

▽
小
平
第
五
　
平
谷
範
士

（
練
馬
）

▽
光
が
丘
夏
の
雲
　
濱
田

直
樹
（
向
山
）

▽
光
が
丘
第
八
　
大
戸

郁
（
光
が
丘
四
季
の
香
）

▽
赤
塚
新
町
　
前
田
史
昭

（
北
前
野
）

▽
豊
溪
　
菅
沼
俊
也
（
大

泉
学
園
緑
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
開
進
第
二
　
黒
田
　
献

（
豊
溪
）

▽
練
馬
東
　
村
上
美
予
子

（
光
が
丘
第
八
）

▽
春
日
　
上
原
妙
子
（
田

柄
第
二
）

【
光
丘
】

▽
清
水
優
希
（
晴
海
総
合
）

▽
近
藤
恵
理
子
（
練
馬
工

科
）【

田
柄
】

▽
深
水
美
賀
子
（
小
平
南
）

【
練
馬
】

▽
森
岡
翔
輔
（
神
津
）

▽
藤
井
紀
之
（
大
山
）

▽
津
谷
和
朗
（
片
倉
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
雪
谷
　
布
施
美
那
（
光

丘
）▽

世
田
谷
泉
　
伊
藤
由
季

（
光
が
丘
第
三
）

▽
忍
岡
　
塩
沢
春
佳
（
田

柄
）▽

大
江
戸
　
岡
安
拓
真

（
練
馬
）

▽
毛
塚
篤
志
（
田
柄
）

▽
調
布
北
　
増
田
徳
志

（
光
丘
）

▽
農
業
　
林
　
大
輔
（
練

馬
）【

光
が
丘
第
三
】

▽
荒
井
翔
子
（
茗
台
）

▽
林
　
陽
平
（
大
鳥
）

▽
藤
木
真
理
子
（
清
瀬
第

二
）【

練
馬
】

▽
谷
井
章
洋
（
青
戸
）

【
練
馬
東
】

▽
池
田
将
人
（
上
石
神
井
）

▽
松
永
素
子
（
松
江
第
五
）

▽
岡
見
有
希
子
（
武
蔵
村

山
第
三
）

【
谷
原
】

▽
庄
村
陽
子
（
石
川
）

【
八
坂
】

▽
松
崎
春
美
（
東
大
和
第

一
）

＊
　
　
＊
　
　
＊

▽
東
大
泉
　
荒
井
美
緒

（
田
柄
）



「
蘭
麝
待
（
ら
ん
じ
ゃ
た

い
）」
と
呼
ば
れ
る
、
実
在
す

る
伝
説
の
香
木
が
あ
り
ま
す
。

奈
良
県
の
東
大
寺
正
倉
院
に

保
存
さ
れ
て
い
る
日
本
最
大

の
香
木
で
す
。
歴
代
の
天
皇

や
将
軍
た
ち
は
手
柄
の
あ
っ

た
者
に
対
し
、
こ
の
香
木
を

切
り
取
っ
て
与
え
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
香
木
を
持
つ
こ
と

が
権
力
者
に
と
っ
て
の
ス
テ

ー
タ
ス
と
な
り
、「
蘭
麝
待
を

持
つ
者
＝
天
下
人
」
で
あ
る

と
い
う
伝
説
が
生
ま
れ
ま
し

た
。「

蘭
麝
の
室
に
入
る
者
は

自
ら
香
ば
し
」

こ
の
言
葉
は
、
よ
い
香
り

の
す
る
部
屋
に
入
る
者
は
、

自
然
に
よ
い
香
り
が
身
に
付

く
と
い
う
意
味
か
ら
、
よ
い

環
境
に
い
て
よ
い
友
人
と
交

わ
れ
ば
、
自
然
に
感
化
さ
れ

て
自
分
の
身
も
正
し
く
な
る

と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
ま

す
。
こ
の
意
味
だ
け
を
捉
え

れ
ば
、
よ
い
環
境
に
入
り
さ

え
す
れ
ば
、
放
っ
て
お
い
て

も
人
は
よ
く
な
る
。
そ
ん
な

風
に
受
け
止
め
ら
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
言
葉

の
本
当
の
意
味
は
、
そ
ん
な

に
単
純
で
は
な
い
と
考
え
ま

す
。「

蘭
麝
の
室
」
の
蘭
麝
と

は
「
蘭
麝
待
」（
お
香
）
で
す
。

こ
の
お
香
を
物
と
し
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
の
中
に
あ
る
、
目

に
見
え
な
い
も
の
に
例
え
る

と
し
た
ら
何
に
当
た
る
の
で

し
ょ
う
。
私
は
、
あ
る
場
所

に
一
緒
に
い
る
人
た
ち
の
優

し
さ
や
良
心
、
よ
り
よ
く
な

ろ
う
と
す
る
我
慢
や
努
力
の

気
持
ち
な
ど
が
醸
し
出
す
雰

囲
気
、
風
土
、
伝
統
の
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

常
に
他
者
を
頼
り
、
何
も

努
力
し
な
い
も
の
が
集
ま
っ

て
も
、
そ
こ
が
「
蘭
麝
の
室
」

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
を
、
互
い
に
高
め
よ
う

と
努
力
す
る
気
持
ち
が
蘭
麝

に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

蘭
麝
の
香
り
は
与
え
て
も
ら

う
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

が
自
ら
創
り
上
げ
る
も
の
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

…
…【

笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
月
７
日
（
金
）】

小
川
仁
士
選
手
を
お
招
き

し
、
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
を
体

験
し
ま
し
た
。
２
０
２
１
年

の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

銅
メ
ダ
リ
ス
ト
、
２
０
２
４

年
パ
リ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
あ
る
小
川

選
手
。
前
半
は
講
演
会
、
後

半
は
実
技
体
験
と
い
う
も
り

だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
な
り
ま
し
た
。
印
象
的
だ

っ
た
の
が
、「
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
他
の
メ
ダ
リ
ス
ト

が
、
銅
メ
ダ
ル
を
喜
ん
で
い

た
。
で
も
、
自
分
は
違
っ
た
。

絶
対
に
金
メ
ダ
ル
を
解
く
」

と
い
う
お
話
で
し
た
。
現
状

に
満
足
せ
ず
に
、
ト
ラ
イ
し

続
け
る
姿
勢
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
実
際
の
金

メ
ダ
ル
を
も
た
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ず
っ
し
り
と
、

本
当
に
ず
っ
し
り
と
重
た
い

メ
ダ
ル
で
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
、
趣
味
が
旅
行
と
い

う
ぐ
ら
い
旅
を
す
る
こ
と
が

好
き
だ
。
い
つ
も
は
、
鞄
一

つ
で
気
の
向
く
ま
ま
に
一
人

旅
を
楽
し
ん
で
い
る
。
令
和

六
年
度
は
初
め
て
海
外
研
修

旅
行
に
行
く
機
会
に
恵
ま
れ

た
。
東
京
都
公
立
学
校
教
員

海
外
派
遣
研
修
の
「
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
で
、
七
月
末
か
ら
八
月

初
旬
に
か
け
て
の
約
一
週

間
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ

ー
シ
ア
を
訪
問
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
大

学
等
の
高
等
教
育
機
関
に
お

け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
、
教
科
横
断
的
な
学
び

や
探
究
学
習
、
多
様
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
生
徒

た
ち
へ
の
指
導
法
に
関
す
る

研
修
を
受
講
し
た
。
様
々
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
も
特
に

印
象
に
残
っ
た
の
が
次
の
三

点
で
あ
る
。

第
一
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

南
洋
理
工
大
学
（
Ｎ
Ｔ
Ｕ
）

の
千
葉
俊
介
教
授
に
よ
る
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
千
葉
教

授
は
、
研
究
費
を
集
め
て
自

分
の
研
究
室
を
構
え
る
た
め

に
、
二
〇
〇
七
年
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
南
洋
理
工
大
学
の

テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
助
教
に

応
募
し
た
。
研
究
発
表
と
面

接
試
験
を
経
て
見
事
に
採
用

さ
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
拠

点
を
移
し
た
。
現
在
は
、
南

洋
理
工
大
学
で
教
授
と
し
て

研
究
と
教
育
、
大
学
運
営
に

活
躍
さ
れ
て
い
る
。
様
々
な

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ

学
生
が
集
ま
る
研
究
環
境
の

中
で
、
英
語
を
共
通
語
と
し

て
日
々
議
論
を
交
わ
し
て
い

る
千
葉
教
授
が
語
っ
た
内
容

は
、
現
在
の
高
等
学
校
に
お

け
る
教
育
に
非
常
に
役
立
つ

も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、

「
議
論
は
大
事
だ
が
、
デ
ィ

ベ
ー
ト
力
よ
り
も
研
究
す
る

力
、
発
表
す
る
力
を
育
成
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
」

「
学
際
領
域
の
間
に
チ
ャ
ン

ス
が
あ
り
、
学
際
領
域
横
断

の
研
究
が
現
在
の
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。」
と

い
う
言
葉
が
心
に
残
っ
た
。

こ
れ
は
、
高
等
学
校
に
お
け

る「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

の
「
課
題
研
究
」
に
必
要
な

視
点
で
あ
り
、
大
変
勉
強
に

な
っ
た
。

第
二
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

Secondary
,
U
pper

Se
condary

School

で
あ
る

SM
K
G
elang

Patah

へ

の
訪
問
で
あ
る
。
こ
れ
は
今

回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
唯
一
の

学
校
視
察
で
あ
っ
た
。
マ
レ

ー
シ
ア
の
学
校
で
行
わ
れ
て

い
る
実
際
の
授
業
の
様
子
や

先
生
方
の
取
組
を
直
接
見
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
学
校
制
度
の

紹
介
や
、
東
京
都
と
ジ
ョ
ホ

ー
ル
・
バ
ー
ル
と
の
交
流
会

も
行
わ
れ
た
。
初
め
て
外
国

の
学
校
を
訪
問
し
、
熱
烈
な

歓
迎
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
、
学
校
間
交
流
の
魅
力
や

マ
レ
ー
シ
ア
の
学
校
の
お
も

て
な
し
の
心
を
感
じ
た
。

第
三
に
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

オ
フ
ィ
スO

n
e&
C
o.

で
の

企
業
人
と
の
交
流
で
あ
る
。

海
外
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

の
現
場
か
ら
、「
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
が
い
か
に
で
き
る
か
、

主
張
す
る
だ
け
で
は
で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
。」「
主
張
が

同
じ
で
も
異
な
る
『
な
ぜ
』

が
あ
り
、
そ
の
『
な
ぜ
』
を

知
る
た
め
に
必
要
な
傾
聴
力

が
必
要
で
あ
る
。」
と
い
っ

た
今
ま
で
思
い
も
よ
ら
な
い

視
点
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

に
必
要
な
力
が
何
か
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。

今
回
、
東
京
都
の
海
外
派

遣
研
修
制
度
の
お
か
げ
で
、

貴
重
な
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
成
果
を
今
後

の
学
校
経
営
に
生
か
し
、
光

丘
高
等
学
校
の
発
展
の
一
助

と
し
た
い
。

昭
和
51
年
千
葉
県
生
ま

れ
　
世
田
谷
区
在
住

-710-

光
丘
高
等
学
校
副
校
長

大
西
　
完
国

初
め
て
の
海
外
研
修
旅
行

蘭

麝

の

室

光
が
丘
第
八
小
学
校
　
校
長
　
世
古
　
徳
浩

学
習
や

活
動
・
活
躍

光
が
丘第

二
中
学
校

校
長
　
水
谷
　
実
岐


